
日本原子力学会核燃料部会
平成21年度第二回運営委員会議事録

日時　　 ：平成21年7月2日（金）　12:15～13：20
場所　　 ：ホテル玉泉（島根県　松江市；夏期セミナー会場）
出席者 ：（順不同　敬称略）
　　　　　　岩田部会長、安部田副部会長、山脇委員、天谷氏（更田委員代理）、尾
家氏（高畠委員代理）、　　　　　　竹本氏（松浦委員代理）、橋爪委員、大平委員、
兵頭氏（阿部委員代理）、原田委員、伊東委員、　　　　　藤井氏（高野委員代理）、
佐藤氏（野田委員代理）、木下委員、平井委員、佐藤委員、磯部委員

議事
１． 前回運営委員会および総会議事録案確認
　磯部委員から、No.2-1前回運営委員会議事録案が提示され、了承された。もし気づき事項が
あれば後ほど修正することとした。

２． 部会企画セッションについて
1）平成21年度「秋の大会」
　平井委員から、資料No.2-2-1に基づき、再処理リサイクル部会との合同企画セッション提案
書（学会提出済み）が説明された。
　安部田副部会長から、資料No.2-2-2(1)および(2)に基づき、核融合-材料-核燃料3部会合同
の日韓合同セミナーについて企画セッション提案書（学会提出済み）およびプログラム案が説明
された。今後、関係者と相談しながらプログラムを確定する。また、韓国からの参加者を交えた
懇親会の開催要領（場所、日時、費用負担）など、関係者および3部会で相談しつつ決めること
とした。
2）次回以降
　平井委員からの提言をきっかけに次回以降の企画セッションについて議論した。山脇委員よ
り研究専門委員会「先進的原子力システムにおける燃料・材料」が来年春に終了するので、そ
の纏めとしてセッションを企画してはどうかと提案があった。燃料と材料で共通するテーマ（例え
ば、欠陥、シミュレーションなど）に絞ってはどうか、纏めに留まらず次への提案に繋げるべきな
どの意見が出された。別途、委員会幹事を中心に相談することとした。本件、次回、第三回運営
委員会（秋の大会期間中）の議題とする。

３． 部会報について
　竹本氏（松浦委員代理）から、夏版編集案（資料No.2-3(1)）が示された。執筆者案につき了承
された。尚、国際会議紹介の執筆候補者永瀬様については、念のため本人に執筆受諾の確認
をする。その後、8月末原稿締め切り目標で執筆依頼を出す。
　夏版一部郵送費用の見積額（20,400円）が提出された。昨年実績（約3万円）および予算化状
況を踏まえ了承された。

４． 夏期セミナーについて
1） 平成22年度
　安部田副部会長から、資料No.2-4に基づき来年度夏期セミナー企画案が説明された。まず来
年度は三菱グループ（三菱商事と三菱原子燃料）で担当する旨提案され了承された。続いて、
時期は8/5-6、場所は第一候補を霧島、第二候補を秋田とし検討することになった。次回第三
回運営委員会にて確定する予定とした。
2） 平成21年度収支
　伊東委員から、今回のセミナーで、学生半額補助により20万円程度費用を要したため、損金
が発生する（20万未満）見込みであること説明され、了承された。

５． ポジションステートメントWGについて
　佐藤氏（野田委員代理）から、資料No.2-5に基づき、6/24開催のポジションステートメントワー
キンググループ議事内容および今後のスケジュールについて説明があった。ステートメント提出
に際しては、野田委員から運営委員に案を提示して頂き、運営委員よりコメントすることとした。

６． その他
1）Top Fuel
　安部田副部会長より、報告書取りまとめのため、今年9月に開催されるTop Fuel参加者を連絡
するよう要請があった。
2）委員交代
　関西電力（株）・高畠委員から同社・真嵜委員への交代申請があり了承された。
3）次回運営委員会・総会
　次回第三回運営委員会・総会は学会（秋の大会）期間中の9/17に開催。午前中、運営委員
会、昼休み中、総会。運営委員会会議室は、総会会場（O会場）とは別建屋とすること承諾され
た。別途、庶務より案内を出す。



以　上

過去の運営委員会議事録の一覧はこちらです。

過去の運営委員会議事録一覧

もどる

(c)日本原子力学会核燃料部会 : 2010-3-2


